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■
行
政
評
価
と
は

　

行
政
評
価
と
は
、「
行
政
の
行
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
、
そ
の
費
用
に
見
合

う
だ
け
の
効
果
（
成
果
）
を
出
し
て
い
る

か
」、「
無
駄
や
重
複
し
て
い
る
部
分
は
な

い
か
」
な
ど
と
い
っ
た
視
点
か
ら
行
政
の

仕
事
を
見
直
し
、
行
政
の
進
め
方
を
改
善

し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　

目
標
を
明
確
に
し
て
客
観
的
な
評
価
を

行
う
こ
と
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
・
効
率
的

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
評
価
結

果
に
基
づ
く
改
善
を
次
年
度
以
降
の
計
画
、

事
業
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

■
行
政
評
価
の
導
入
目
的

　

阿
久
比
町
で
は
、
次
に
掲
げ
る
三
つ
の

目
的
に
重
点
を
置
い
て
行
政
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①　

施
策
、
事
務
事
業
の
改
善
・
改
革

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
で
は
、
担
当
職
員

の
客
観
的
な
評
価
に
よ
る
改
善
・
改
革
の

提
案
と
、
事
務
事
業
の
組
み
合
わ
せ
と
し

て
の
施
策
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
計
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
の
サ
イ

ク
ル
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

②　

職
員
の
意
識
改
革
と
政
策
形
成
能
力

の
向
上

　

行
政
評
価
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

目
的
か
ら
見
直
し
ま
す
。
評
価
す
る
こ
と

に
よ
り
、
目
的
意
識
、
成
果
意
識
、
コ
ス

ト
意
識
と
い
っ
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図

り
、
ま
た
評
価
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
運

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
政
策
形
成

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

③　

住
民
へ
の
説
明
責
任

　

行
政
評
価
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
こ
と
に
よ
り
住
民
が
ど
れ
だ
け
満

足
し
た
か
と
い
う
成
果
の
概
念
と
、
人
件

費
を
含
め
た
コ
ス
ト
と
成
果
の
関
係
を
評

価
し
、
改
善
・
改
革
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
で
、

行
政
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

■
行
政
評
価
の
取
り
組
み

　

自
分
た
ち
の
仕
事
を
今
ま
で
以
上
に
よ

く
知
り
、
よ
り
良
い
事
務
事
業
に
し
て
い

く
と
い
う
前
向
き
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

職
員
自
ら
が
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を

見
つ
め
直
し
、
よ
り
良
い
行
政
に
変
え
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

行
政
評
価
は
、ま
ず
担
当
者
が
行
う「
事

務
事
業
評
価
」
と
、
総
括
管
理
す
る
課
長

が
行
う
「
施
策
評
価
」
の
二
段
階
で
行
い

ま
し
た
。

　平成２２年度は３５３の事務事業評価を実施し、それを総合計画の６つの施策大綱、４６ の施策目標に整理しました。
結果は次のとおりです。　
評価対象事務事業数

比　率件　数施　策　大　綱
　６.２%　２２第１節　魅力ある顔と丈夫な骨格をもったまち
　１５.０%　５３第２節　快適な暮らしのできるまち
　２３.２%　８２第３節　安らぎと安心した暮らしを支えられるまち
　９.１%　３２第４節　活力を生み出すまち
　２４.１%　８５第５節　誰もが生き生きと活躍できるまち
　２２.４%　７９第６節　計画的で高度な住民サービスを提供するまち
１００.０%３５３合　　　計

　施策評価により、「施策の目的・目標」、｢施策の評価 ｣、「施策の方向性」を洗い出しています。各施策の目
指すところ（目的）を明確にし、現状を客観的に分析することで、施策の方向性を明示しています。
　今回示された改善の方向性は、次の通りです。

件　数内　　　容改善の方向性
　２３投入量（人・予算等）の拡大により、さらに大きな成果を求める。拡　　充

１６６
投入量（人・予算等）はそのままに、手段等の見直しによる、有効性
等の改善を図る。

改　　善

　０投入量（人・予算等）の低減により、効率性の改善を図る。縮　　小
１６０現状の投入量（人・予算等）成果を維持する。現状維持
　０事業そのものを民間など外部へ委託する。民間委託
　４事業を一時的に取りやめ、様子を見る。事業を廃止する。廃止・終了
３５３合　　　計


